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半導体などの実験実習にホール効果の実験がある．

図 1 に示すように半導体材料に電流 Ixを流し磁束密度

Bzの磁界を加えるとホール起電力 VHが観測される．こ

のホール起電力を基に半導体の物性を調べることがで

きるため，ホール効果の実験は実験実習に広く用いら

れている．ホール効果の実験では N 極と S 極の磁石を

平行平板形に配置し，この狭い両磁極の間に測定試料

を挿入するため測定試料が見え難くなる．測定試料を

容易に観察できるようになれば，測定試料を指し示し

ながらの説明や演示がし易くなり，学生・生徒の理解

がより深まることが期待される． 
我々は測定試料が容易に観察でき，温度特性の計測

が可能なホール効果測定装置を開発する研究を行って

きた．その一環として，円板状永久磁石の板面上の空

間磁束密度分布について調べた結果，磁石表面からや

や上方に磁束密度の均一な領域が存在することを明ら

かにし，そこに試料を配置することによってホール効

果の実験実習が可能であることを見出した 1)．この方

法では下から磁場を印加させるため測定試料を容易に

観察できるようになる．さらに、試料上部の空間的な

自由度が高くなり試料加熱治具などを搭載しやすくな

る． 
ホール効果の温度特性では半導体物性を理解するた

めの有益な知見を得ることができる．本研究では，図

2 に示すマイクロセラミックヒータ素子を用いて試料

温度を制御する加熱冶具を製作し，図 3 に示すように，

加熱冶具部の下から永久磁石を用いて磁場を印加する

ホール効果実験装置を開発した．シリコン(Si)のホール

係数，電子と正孔の濃度，ホール移動度，電気伝導度

の温度特性を調べた結果，データのバラツキも少なく

典型的な Si の温度特性が得られ，ホール効果の実験実

習に有効であることを見出した．温度特性の詳細につ

ては発表当日に報告する。 
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図 1ホール効果の概略 

図 3 永久磁石の片側を用いて計測する

加熱冶具を備えたホール効果実験装置 
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図 2マイクロセラミックヒータ素子 
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